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✞013 イエスの時代の「ユダヤ教の四学派」 

（１）ファリサイ派 the Pharisees 

イエスの時代、民衆の間で尊敬され、影響力をもっていたのがファリサイ派と呼ばれる人たち（職

人、農民、商人などの中産階級の信徒）でした。彼らは、神の律法を守ることを民衆の中で実践

した平民の教師たちで、イスラエルの社会に大きな影響力を与えました。その後、AD70 のエルサ

レム攻囲戦（エルサレム陥落、エルサレム滅亡）でサドカイ派は姿を消しましたが、逆に勢力を

増やしたのは、ファリサイ派でした。 

BC2 世紀、シリアの支配下にあったユダヤの独立を達成したマカバイ戦争（マカバイの反乱）で指

導的立場であったユダヤの民族的英雄ユダ・マカバイ（旧約聖書外典である『マカバイ記』に登

場する）とその一族の「ハシディーム Hasidic Jew（敬虔派）」と呼ばれる人たちがいました。この

人たちは、積極的に政治活動や軍事行動をしました。このような人たちに対して、宗教的な自由

を求め、ハシディームから分離独立していった人たち（「ペルシーム（分離派）」：ヘブライ語で、

「分離・区別する」意）がファリサイ派と呼ばれる人たちでした。彼らは、律法の掟を重視、遵

守、最優先し、忠実に守ろうとしました。その結果、相手を思う配慮の心を忘れ、法的に律法を

守ることだけを重視するようになっていきました。このような考え方から、イエスを批判し、ま

た逆に、イエスからとがめられました。 

 

（２）サドカイ派 the Sadducees 

第二神殿時代の後期（BC2 世紀）に現れたファリサイ派と対立するユダヤ教の一派で、祭司の家系

に連なる裕福な上流階級であり、ファリサイ派が全国的であったのに比べ、エルサレムの神殿を

中心にしていた。このように、神殿の権威を笠に権勢を誇ったため、ユダヤ戦争に伴うエルサレ

ム神殿の崩壊と共に姿を消した。霊魂や死者の復活、天使の存在を否定しており、それもまたフ

ァリサイ派との論争の種になっていたと記されている。 

 

⇒ファリサイ派・サドカイ派を特徴づける聖句 

サドカイ派は復活も天使も霊もないと言い、ファリサイ派はこのいずれをも認めているからであ

る。 

そこで、騒ぎは大きくなった。ファリサイ派の数人の律法学者が立ち上がって激しく論じ、「この

人には何の悪い点も見いだせない。霊か天使かが彼に話しかけたのだろうか」と言った。 

（使徒 23：8～9） 

（３）エッセネ派 the Essenes 

 ファリサイ派から発生したと考えられるが、俗世間から離れて自分たちだけの集団を作ることに

より自らの宗教的清浄さを徹底しようとした点で、民衆の中で活動したファリサイ派とも一線を

画している。男性のみで集団生活をし、禁欲を強い、私財を持たず、粗食で生活をする、という

厳しい教義を持つ宗派であったとされている。 
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（４）ゼーロータイ(熱心党) the Zelotai 

 ゼーロータイは「熱心な人びと」という意味で、AD6、ガリラヤでのローマへの反乱によって、「熱

心党」と呼ばれる人たちのグループが生まれた。信仰の面ではファリサイ派のように熱心に律法

を守るのですが、ファリサイ派が政治的な動きにかかわらない立場をとったのに対し、自分たち

の手で、神の国を実現するために、戦ってでも実現しようとした。ユダヤ戦争（第 1ユダヤ戦争、

次帝政ローマ期の AD66 から AD74 まで、ローマ帝国とローマのユダヤ属州に住むユダヤ人との間

で行われた戦争）で中心的勢力となってローマ帝国と戦い、ローマ帝国が勝利し、壮絶な最期を

遂げた。なお、12 使徒のシモンは「熱心党のシモン」と聖書（マタイ 10：4 他）に記されている。 

 

〔参考〕熱心党のシモンの「熱心党」について 

 ギリシア語原文の彼についての該当箇所は難解である。熱心党のシモンに言及した最古の史料は

「マルコによる福音書」であり、その他、彼に関する新約文書の言及箇所は、この福音書を写し

たものである。マルコ福音書の該当箇所は、「熱心者 （καναναιος）のシモン」と記され

ている。これを写した「マタイによる福音書」も全体の文体を変えてはいるが、「熱心者」という

呼称をそのまま用いている。この語は「熱心党員（ζηλωτης）」を指す一般的なものではな

く、実際に何を指しているのかは不明である。「熱心党」を指すもとも考えられるが、律法（トー

ラー）に熱心な者を意味しているとも考えられる。 

一方、「ルカによる福音書」は、マタイと同じく、マルコを写しながらも、この語を「熱心党員」

と置き換えている。しかし、ルカ文書（「ルカ福音書」と「使徒行伝」）は、このシモンに関して

は、全て「マルコ福音書」の記述を写しているため、ルカに従って、ただちにシモンを熱心党員

と考えることはできない。 

日本聖書協会の訳（口語訳、新共同訳等）は、すべて「熱心党」で統一している。 

参照 HP：ウィキペディア「熱心党」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


